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特 集 ： コ ロ ナ 対 策 特 集 ：コ ロ ナ 対 策

特集 新型コロナウイルス感染症　　支援対策への提言新型コロナウイルス感染症　　支援対策への提言
　新型コロナウイルス感染症拡大による打撃により、経済が重大な危機

に直面している状況下で、感染症拡大防止対策により市民の生命及び健

康を保護することを最優先にするとともに、市民生活及び地域経済に及

ぼす影響が最小となるよう支援対策を講じることが急務であると考え、

中央市議会では新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を立ち上げ

市に提言を行いました。

令和２年
５月15日・・・ 令和２年第１回臨時会で新型コロナウイルス感染症対策特別委員会設置
  第１回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（委員長・副委員長選出）
  臨時会終了後第２回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（市当局

より施策スケジュール等説明を受ける。コロナ対策を検討）
５月20日・・・第３回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（提言の検討）
５月29日・・・ 市当局に提言書（１回目）提出
６月10日・・・ 第４回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（２回目の提言の検討）
６月17日・・・ 市当局に提言書（２回目）提出
６月25日・・・ 第５回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（市当局より支援策の

説明を受ける。）
７月９日・・・ 第６回新型コロナウイルス感染症特別委員会（市当局より食べて応援！

“心”あるまちへ活性化事業の説明を受ける。）

提言内容のまとめ

議会のコロナ対策への動き議会のコロナ対策への動き

１． 子育て世帯への支援、収入減少等の影響を受けているひとり親世帯などの  
　生活困窮世帯等に対する支援

①令和2年4月28日から令和3年4月1日までに生まれる子どもに10万円の給付をすること。
②保育料、副食費、小中学校給食費の無償化の延長をすること。
③生活困窮者への食料支援をすること。
④DV等への支援、相談体制の強化や一時避難するために個別シェルターの確保に努めること。
⑤生活困窮やＤＶ・児童虐待など、市民の不安に寄り添い相談できる体制を強化すること。　　

２． 市民や市内事業者への負担軽減策の周知・徹底、市内事業者等の事業継続  
　支援

①事業者等への国給付金・融資等の資金制度を分かりやすく周知すること。
②企業等の現況把握をするとともに、企業等へ市独自の支援対策を行うこと。
③地域経済を活性化するため、商品券・クーポン券の配布など集中的な支援対策を行うこと。　　

３． 感染防止対策について
①使わないマスクを市民等から収集するしくみを早急に構築しマスクを必要とする医療機関、

介護施設等へ配布すること。
②保育園、小・中学校、学童クラブ等において、手指の消毒やマスク着用の徹底等や施設内設備へ

の防止対策・安全対策の強化を図ること。
③密集化リスクの高い施設においてのクラスター感染等への対策・対応の強化を図ること。　　

４． コロナ禍における災害対応
　災害発生等に備え、避難所等の整備や対応マニュアル等の作成など緊急時の対応方針を早急

に確立すること。　　

５． 総合相談窓口の設置
　市民の多様な相談に迅速かつ一元的に対応できるよう、総合相談窓口を設置すること。　　

６． 正確な情報発信
　新型コロナウイルス感染症の感染予防に対する正確な情報を市民等へ周知すること。　　

７． 支援策に係る財源確保
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う市行事の中止等による予算を見直し、その減額分を

財源とし、更なる支援策の充実を検討すること。
　議員報酬等の減額に伴う予算の減額分を新型コロナウイルス感染症への各種支援策の財源の

一部に充当するよう要望する。
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6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

主な条例改正

●新型コロナウイルス感染症に感染した後期高齢者医療被保険者
　等の傷病手当金の支給に係る申請書が市に提出できます。
　【中央市後期高齢者医療に関する条例の改正（施行期日　公布の日）】

主な報告案件

●令和元年度予算で計上された事業の内、１９の事業 について令和
　２年度へ繰越をすることが報告されました。
　【一般会計予算繰越明許・一般会計予算継続費の逓次繰越・一般会計事故繰越】

 ・山梨県後期高齢者医療広域連合が行う新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等
　に対する傷病手当金の支給に係る申請書の提出の受付に関する事務を市で行うため。

●介護保険料 について低所得者の第１号被保険者の保険料が軽減
　されます。
　【介護保険条例の改正 （施行期日 公布の日 平成31年４月１日から適用する）  】

 ・介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者の第１号被保険者の保険料が軽減さ
　れます。

■繰越する主な事業は以下のとおりです。
　・土地改良施設等基盤整備事業 ………… 1億19万円
　・中央市道玉穂中央道り線
　　　　　　　　　道路整備事業 ……… 3億１,２５４万円
　・都市公園建設事業 ………………………5億６０1万円
　・リニア建設に伴う田富北小学校
　　　　　　　　　移転整備事業 ……… 6億２,７３２万円

階 　 層
　

第 1 段 階

第 ２ 段 階

第 ３ 段 階

現 　 　 　 行 軽 　 減 　 後

保 険 料 率 年 間 保 険 料 保 険 料 率 年 間 保 険 料

０．３７５

０．６２５

０．７２５

２４，７５０円

４１，２５０円

４７，８５０円

０．３

０．６

０．７

１９，８００円

３３，０００円

４６，２００円

　６月定例会は６月１５日から６月２６日までの１２日間の会期で開催され、
市長提案の条例関係５案件、補正予算２案件、その他３案件、議員提出議
案１件を審議しました。
また、予算繰越など、報告案件４案件が報告されました。
　５月１５日には第１回臨時会が招集され、市長提案の条例関係４案件（う
ち専決処分２件）、補正予算３案件（うち専決処分１件）、議員提出議案２
件を審議しました。

令和２年度 一般会計補正予算（第１号から第３号）

35億7,293万円を増額　総額168億1,282万円に
主 な 内 容

○ 総 務 費
特別定額給付金給付事業 ３１億５，４４６万円
防災諸費 ４９５万円

○ 民 生 費
市単独施策保育無償化事業 １，０８６万円
子育て世帯臨時特別給付金給付事業 ８，２５０万円

○ 商 工 費
食べて応援・心あるまちへ
活性化事業 ８，３５２万円

○ 衛 生 費
総合健診事業 ８２万円
子ども未来給付金支給事業 2,００2万円

○ 教 育 費
学校施設整備費リニア建設に伴う
田富北小学移転整備事業 ５，７３２万円
分校移転整備事業 ２１2万円

（１万円未満は
四捨五入しています）

※1

※2

※1 ※2

重要なお知らせ!重要なお知らせ!

定額給付金の申請期限
が迫っています。

申請をお忘れなく!

８月19日まで

食べて応援
!

“心”あるまちへ
　　　　　　活性化事業
“心”あるまちへ
　　　　　　活性化事業

し ん

８月１日から９月３０日までの間
ポータルサイト 「ｃｈｕｏでｔｏｇｏ！」 掲載飲食店
を利用し、世帯主名が入った領収書を集めて申し
込むと、合計額の１/２（最大５，０００円）が補助
されます。
また、タクシーの配達サービスも
あります。

ポータルサイトはこちら
田富玉穂大津線



6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

主な条例改正

●新型コロナウイルス感染症に感染した後期高齢者医療被保険者
　等の傷病手当金の支給に係る申請書が市に提出できます。
　【中央市後期高齢者医療に関する条例の改正（施行期日　公布の日）】

主な報告案件

●令和元年度予算で計上された事業の内、１９の事業 について令和
　２年度へ繰越をすることが報告されました。
　【一般会計予算繰越明許・一般会計予算継続費の逓次繰越・一般会計事故繰越】

 ・山梨県後期高齢者医療広域連合が行う新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等
　に対する傷病手当金の支給に係る申請書の提出の受付に関する事務を市で行うため。

●介護保険料 について低所得者の第１号被保険者の保険料が軽減
　されます。
　【介護保険条例の改正 （施行期日 公布の日 平成31年４月１日から適用する）  】

 ・介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者の第１号被保険者の保険料が軽減さ
　れます。

■繰越する主な事業は以下のとおりです。
　・土地改良施設等基盤整備事業 ………… 1億19万円
　・中央市道玉穂中央道り線
　　　　　　　　　道路整備事業 ……… 3億１,２５４万円
　・都市公園建設事業 ………………………5億６０1万円
　・リニア建設に伴う田富北小学校
　　　　　　　　　移転整備事業 ……… 6億２,７３２万円

階 　 層
　

第 1 段 階

第 ２ 段 階

第 ３ 段 階

現 　 　 　 行 軽 　 減 　 後

保 険 料 率 年 間 保 険 料 保 険 料 率 年 間 保 険 料

０．３７５

０．６２５

０．７２５

２４，７５０円

４１，２５０円

４７，８５０円

０．３

０．６

０．７

１９，８００円

３３，０００円

４６，２００円

　６月定例会は６月１５日から６月２６日までの１２日間の会期で開催され、
市長提案の条例関係５案件、補正予算２案件、その他３案件、議員提出議
案１件を審議しました。
また、予算繰越など、報告案件４案件が報告されました。
　５月１５日には第１回臨時会が招集され、市長提案の条例関係４案件（う
ち専決処分２件）、補正予算３案件（うち専決処分１件）、議員提出議案２
件を審議しました。

令和２年度 一般会計補正予算（第１号から第３号）

35億7,293万円を増額　総額168億1,282万円に
主 な 内 容

○ 総 務 費
特別定額給付金給付事業 ３１億５，４４６万円
防災諸費 ４９５万円

○ 民 生 費
市単独施策保育無償化事業 １，０８６万円
子育て世帯臨時特別給付金給付事業 ８，２５０万円

○ 商 工 費
食べて応援・心あるまちへ
活性化事業 ８，３５２万円

○ 衛 生 費
総合健診事業 ８２万円
子ども未来給付金支給事業 2,００2万円

○ 教 育 費
学校施設整備費リニア建設に伴う
田富北小学移転整備事業 ５，７３２万円
分校移転整備事業 ２１2万円

（１万円未満は
四捨五入しています）

※1

※2

※1 ※2

重要なお知らせ!重要なお知らせ!

定額給付金の申請期限
が迫っています。

申請をお忘れなく!

８月19日まで

食べて応援
!

“心”あるまちへ
　　　　　　活性化事業
“心”あるまちへ
　　　　　　活性化事業

し ん

８月１日から９月３０日までの間
ポータルサイト 「ｃｈｕｏでｔｏｇｏ！」 掲載飲食店
を利用し、世帯主名が入った領収書を集めて申し
込むと、合計額の１/２（最大５，０００円）が補助
されます。
また、タクシーの配達サービスも
あります。

ポータルサイトはこちら
田富玉穂大津線



定　例　会　・　臨　時　会

第 1回臨時会

 ・新型コロナウイルス感染症による市民生活や地域経済への影響に鑑み、本市の市民等
への支援対策や感染防止対策等に寄与するため、令和２年１０月分から令和３年３月
分までの政務活動費を不交付とする。

議員提出議案

●政務活動費を減額します。
　【中央市議会政務活動費の交付に関する条例中改正の件 （施行期日　公布の日）】

 ・田富北小学校施設解体工事（第１期）の変更契約を締結するため
　　　工事場所：中央市臼井阿原地内
　　　契約金額：１９８,０９３,５００円　→　２０５,７４１,８００円（７,６４８,３００円増）

その他の主な案件

●変更契約締結の件
　中央市立田富北小学校施設解体工事（第１期）

令和２年度 特別会計補正予算

令和２年度 一般会計補正予算 （専決処分）

2億4,617万円を減額　総額158億6,957万円に
主 な 内 容

○ 教 育 費

学校施設整備費リニア建設に伴う
田富北小学移転整備事業 ▲５，６９７万円

○ 土 木 費

都市公園建設事業 ▲2億円

○ 諸支出金

リニア沿線公共施設等
移転整備基金 １，０８０万円

会　　計　　名 補 正 額 総 　 額

国民健康保険特別会計 120万円 ３2億３,451万円



都市公園造成

市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告臨　時　会

●市長、副市長及び教育長の給料を減額します。
【中央市長等の給料の臨時特例に関する条例制定の件 （施行期日 令和2年6月1日）】
 ・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う業況悪化で市民生活が厳しい状況を踏まえ市長、

副市長及び教育長の給料を令和 2 年 6月1日から令和 2 年 11月30日までの間減額する。

 ・新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、市民生活や地域の経済状況に影響が生じてい
ることに鑑み、より一層市民の負担軽減を図るための支援策の推進が求められることから
議員報酬を令和 2 年 6 月1日から令和 2 年 11 月30日までの間減額する。

議員提出議案

●議会議員の議員報酬を減額します。
　【中央市議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例制定の件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （施行期日 令和2年6月1日）】

主 な 条 例 改 正

●新型コロナウイルス感染症で療養した国民健康保険被保険者等は傷病
　手当金が受け取れます。

【中央市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 （施行期日 令和2年4月1日）】
 ・給与等の支払を受けている被保険者が、新型コロナウイルス感染症に感染したことなどに

より療養のため労務に服することが出来ないときは、その労務に服することが出来ない期
間のうち労務につくことを予定していた日について、傷病手当金を支給する。



令和２年第２回定例会審議結果

令和２年第１回臨時会審議結果

○賛成　×反対　（福田 清美 議長を除く）

○賛成　×反対　（福田 清美 議長を除く）

種別 案　件　名

副

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公

明

党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無 

所 

属 結 　

果金
丸
俊
明

田
中
一
臣

井
口
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

小
池
章
治

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

新
海
一
芳

中
沢
美
恵

条例
案件

固定資産評価審査委員会条例及び手数料条例中改
正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療に関する条例中改正の件

税条例中改正の件

介護予防拠点施設条例中改正の件

介護保険条例中改正の件

令 和
2年度
補 正
予 算

令和 2 年度一般会計補正予算（第 2 号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 2 年度一般会計補正予算（第 3 号）

そ の 他

市道路線廃止の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決市道路線変更の件

変更契約締結の件

議員提
出議案 議会政務活動費の交付に関する条例中改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

種別 案　件　名

副

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公

明

党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無 

所 

属 結 　

果金
丸
俊
明

田
中
一
臣

井
口
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

小
池
章
治

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

新
海
一
芳

中
沢
美
恵

専決
処分

税条例等中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認国民健康保険税条例中改正の件

令和元年度一般会計補正予算（第７号）

条例
案件

市長等の給料の臨時特例に関する条例制定の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険条例中改正の件

令 和
2年度
補 正
予 算

令和 2 年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決令和 2 年度国民健康保険特別会計補正予算        

（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員
提出
議案

議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例制定
の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会設置の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



フ
ォ
ー
ラ
ム

中

央

にじいろ教室

市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告

行
政
報
告

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

　感
染
症
対
応

　　
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
を
受
け
、本
市
に
お
い
て

も
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、感
染
予
防
の
た
め
の

利
用
条
件
を
定
め
て
、
公
共

施
設
を
段
階
的
に
再
開
し
て

い
ま
す
。今
後
、
第
２
波
、
第

３
波
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、新
し
い
生
活
様
式
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
水
期
を
迎
え
、

河
川
の
氾
濫
な
ど
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。災
害
時
の

避
難
に
つい
て
は
、
必
要
な
物

資
・
資
材
の
供
給
等
の
支
援

を
積
極
的
に
行
い
、
感
染
症

等
へ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
、

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
通
常
国
会
に
お
い
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
「
令
和
２
年

度
第
２
次
補
正
予
算
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。本
市
も
中

央
市
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
提
言
」
の

内
容
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
等
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
全
庁
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　市
内
小
中
学
校
の
再
開

　　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
市
内
小
中
学

校
を
臨
時
休
校
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
24
日
に
入
学

式
を
行
い
、
25
日
に
学
校
を

再
開
し
ま
し
た
。今
後
は
学

習
の
遅
れ
へ
の
対
策
と
し
て
、

夏
季
休
暇
を
11
日
短
縮
し
、

学
校
で
の
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。ま
た
、
今
後
起
こ
り

得
る
臨
時
休
校
を
見
据
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　特
別
定
額
給
付
金

　　
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い

て
は
５
月
15
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
申
請
受
付
を
開
始

し
、
５
月
20
日
に
は
各
世
帯

主
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
し

た
。申
請
書
の
受
付
期
限
は

８
月
19
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
給
付
金
が
確
実
に

届
く
よ
う
、
事
務
の
執
行
及

び
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
　に
じ
い
ろ
教
室

　　
子
ど
も
た
ち
の「
心
」の
居

場
所
を
つ
く
る
「
に
じ
い
ろ
教

室
」
を
５
月
１
日
に
開
所
し

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
意

思
を
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　山
梨
西
部
広
域

　
　
　
　
　環
境
組
合

　　「
山
梨
西
部
広
域
環
境
組

合
」
は
４
月
よ
り
業
務
が
始

ま
り
、現
在
、ご
み
処
理
施
設

の
基
本
構
想
並
び
に
循
環
型

社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
建
設
予
定
地
の
自

治
会
や
周
辺
地
域
に
理
解
を

求
め
、
令
和
13
年
４
月
の
開

業
に
向
け
事
業
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

6

フ
ォ
ー
ラ
ム

中

央

市民生活や地域経済等への
支援策について全庁あげて
取り組んでいます。

○○○○○○○○○○○○○○



市の考えを問う市の考えを問う 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
金
丸
議
員
：
大
洪
水
を
想
定

し
た
避
難
対
策
や
訓
練
の
実

施
は

危
機
管
理
課
長
：
洪
水
時
に

避
難
す
る
３
階
以
上
の
避
難

所
は
各
小
中
学
校
の
校
舎
が

現
在
７
施
設
、
民
間
事
業
所

の
協
力
施
設
が
１
施
設
。
ま

た
、
３
階
以
上
で
は
な
い
が

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
最
大
浸

水
深
を
ク
リ
ア
で
き
る
３
施

設
が
あ
る
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
避
難
対
策
は
、「
中
央

市
地
域
避
難
計
画
」
の
改
定

作
業
を
行
い
、
早
め
の
段
階

で
自
主
的
な
避
難
を
す
る
様

に
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
自

治
会
や
隣
近
所
で
声
掛
け
や

見
守
り
な
ど
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
各
自
主
防
災
会
等
へ

周
知
し
て
い
く
。

　
洪
水
等
を
想
定
し
た
訓
練

実
施
に
つ
い
て
は
、
８
月
30

日
に
実
施
す
る
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

訓
練
の
他
、
協
力
施
設
へ
の

避
難
訓
練
及
び
広
域
的
な
避

難
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

広
域
避
難
訓
練
は
山
梨
県
と

連
携
し
て
実
施
す
る
。

【
関
連
質
問
】

　
田
中
　
輝
美
議
員
　

田
中
議
員
：
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
に
よ
る
防
犯

の
強
化

管
財
課
長
：
現
在
、
本
市
で

は
、
公
務
で
遠
方
に
向
か
う

頻
度
が
高
い
公
用
車
や
バ
ス

等
、
事
故
の
リ
ス
ク
が
大
き

い
車
両
等
に
限
定
し
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
は
青
色
パ
ト

カ
ー
や
工
事
現
場
に
行
く
機

会
が
多
い
事
業
化
の
車
両
等

を
優
先
的
に
、
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

田
中
議
員
：
ア
ク
セ
ス
の
便

宜
で
地
域
定
住
の
促
進

企
画
課
長
：
ト
マ
チ
ュ
ウ
バ

ス
は
、
利
用
者
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
『
中
央
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
』
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　「
新
た
な
公
共
交
通
」
に
つ

い
て
は
リ
ニ
ア
駅
・
小
井
川

駅
間
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
な
ど
、
リ
ニ
ア
開
業
を

見
据
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

金
丸
　
俊
明 

議
員

大
洪
水
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
協
力

施
設
へ
の
避
難
訓
練
及
び
広
域
的

な
避
難
訓
練
を
計
画

アクセスの便宜で
地域定住の促進について

リニア開業を見据えた交通
ネットワークのあり方に

ついて検討していく

田中　　清 議員

雨
の
後
の
笛
吹
川

電気自動車



感
染
対
策
で
の
授
業

笹
本
議
員
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
の
全
国
一
斉
休
校
に
対

す
る
対
策

教
育
総
務
課
長
：
本
市
に
お

い
て
は
、
学
校
で
の
指
導
充

実
を
確
保
す
る
た
め
、
夏
季

休
業
を
11
日
間
、
冬
季
休
業

を
３
日
間
、
計
14
日
間
の
短

縮
を
行
う
こ
と
を
各
学
校
に

通
知
し
た
。
ま
ず
は
、
教
師

と
児
童
生
徒
の
関
わ
り
合
い

や
児
童
生
徒
同
士
の
関
わ
り

合
い
が
特
に
重
要
な
学
習
へ

の
動
機
付
け
や
協
働
学
習
、

学
校
で
し
か
実
施
で
き
な
い

実
習
等
に
重
点
を
お
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　「
学
校
で
の
感
染
防
止
対
策

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
で
５
月
に
感
染

症
対
策
学
校
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
当
面
の
対
応
指
針
で

あ
る
の
で
、
状
況
に
応
じ
て

随
時
変
更
を
加
え
な
が
ら
対

処
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
木
下
　
友
貴
議
員

小
池
議
員
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応

政
策
秘
書
課
長
：
市
独
自

の
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
１
号
補

正
と
２
号
補
正
を
合
わ
せ

て
１
億
６
、３
０
０
万
円
に

な
る
見
込
み
だ
が
、
今
回

補
正
の
歳
入
予
算
に
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

１
億
１
、３
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
の
で
、
差
し
引

く
と
５
、０
０
０
万
円
が
市

の
負
担
額
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

「
今
後
の
独
自
対
応
へ
の
基

本
方
針
」
は
、
市
民
や
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を

構
築
す
る
た
め
、
全
庁
あ
げ

て
支
援
策
の
提
案
・
検
討
を

行
い
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

小
池
議
員
：
生
活
保
護
者
の

実
態

福
祉
課
長
：
生
活
保
護
世
帯

数
は
多
い
月
が
１
４
８
世
帯
、

人
数
は
１
８
８
人
で
、「
６
月
」

以
降
の
増
加
見
込
み
は
、
本

年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立

施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
た
事
や
、
中
央
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
資
金

特
別
貸
し
付
け
や
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
に
よ
る
生
活

笹
本
　
　
昇 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
全
国
一
斉
休
校
に
対
す
る
対
策

夏
季
休
業
、
冬
季
休
業
合
わ
せ
て

14
日
間
の
短
縮
を
行
う

新型コロナウイルスへの
対応

全庁あげて支援策の提案・
検討を行なっている

小池　満男 議員

支
援
が
行
わ
れ
た
事
で
こ
こ

２
カ
月
の
生
活
保
護
に
対
す

る
相
談
は
、
昨
年
よ
り
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
生
活
保
護
に
至
る
ま
で
の

相
談
及
び
申
請
に
つ
い
て
注

視
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
　
政
雄
議
員



田
中
議
員
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
に
つ
い
て

教
育
総
務
課
長
：
文
部
科
学

省
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
し
て
、
全
国
一
律
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
急
務
で

あ
る
と
打
ち
出
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
１
人
１
台
端

末
の
早
期
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

　「
教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

と
指
導
力
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
情

報
教
育
や
校
内
研
修
の
担
当

教
員
を
中
心
に
、
学
校
の
実

態
に
あ
っ
た
計
画
を
作
成

し
、
校
内
研
修
の
実
施
が
第

一
で
あ
る
と
考
え
る
。

田
中
議
員
：
今
後
の
防
災
へ

の
取
り
組
み

危
機
管
理
課
長
：
今
年
度
実

施
す
る
総
合
防
災
訓
練
で

は
、「
感
染
拡
大
防
止
」
を

念
頭
に
置
い
た
訓
練
を
実
施

す
る
。
ま
た
避
難
所
運
営
体

制
は
、「
３
密
」
を
防
ぐ
た

め
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
事

前
に
各
自
主
防
災
会
へ
周
知

徹
底
し
て
い
く

【
関
連
質
問
】

　
山
本
　
六
男
議
員

木
下
議
員
：
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て

保
険
課
長
：
短
期
被
保
険
者

証
や
被
保
険
者
資
格
証
明
書

の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
対
し
、
市
と
滞
納
世
帯
と

の
接
触
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
、
納
付
相
談
や
納
付
指

導
を
行
い
、
滞
納
の
解
消
に

つ
な
げ
る
た
め
に
実
施
し
て

い
る
。

木
下
議
員
：
固
定
資
産
税
の

減
免

税
務
課
長
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
影
響
に
よ
り
、

一
定
期
間
に
お
け
る
事
業
者

収
入
が
１
年
前
の
同
期
間
の

収
入
に
対
し
30
％
以
上
減
少

し
て
い
る
場
合
に
は
２
分
の

１
、
50
％
以
上
減
少
し
て
い

る
場
合
に
は 

ゼ
ロ
と
す
る
。

木
下
議
員
：
リ
ニ
ア
建
設
に

よ
る
地
下
水
の
影
響

企
画
課
長
：
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は

掘
削
等
を
行
う
場
合
、
止
水

性
の
高
い
施
工
方
法
を
採
用

し
て
い
る
た
め
、
地
下
水
の

流
れ
に
大
き
な
影
響
は
な
い

と
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

１
人
１
台
端
末
の
早
期
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く

国民健康保険について

市と滞納世帯との接触の
機会を設けることで、
滞納の解消につなげる

木下　友貴 議員

リ
ニ
ア
建
設
予
定
地



民間の緊急宿泊シェルター

名
執
議
員
：
親
が
感
染
し
た
時
の

子
ど
も
の
受
け
皿

子
育
て
支
援
課
長
：
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
保
護
者
が
感
染
し
た

時
、
面
倒
を
見
て
く
れ
る
身
寄
り

が
誰
も
い
な
い
場
合
は
、
保
健
所

や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と

情
報
を
共
有
し
、
適
切
な
対
応
を

行
な
っ
て
い
く
。

名
執
議
員
：
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

深
刻
化
と
子
ど
も
の
自
殺
増
加
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
課
長
：
自
殺
対
策
に

つ
い
て
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
等
の
関
係
機
関
や
各
分
野
の

関
係
団
体
、
民
間
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
総
合
的
な

自
殺
対
策
の
推
進
意
識
を
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
基
本
的
な
方
針
と

考
え
る
。
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の
問

題
の
大
き
な
課
題
は
安
全
確
保
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
今
後
も
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
　
昇
議
員

名
執
　
義
髙 

議
員

今
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
ど
う
向
き
合
う
か

安
全
確
保
の
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

総
務
教
育
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
危
機
管
理
課
〉

問
：
備
品
購
入
費
の
仮
設
ト
イ
レ

は
、ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
の
か
。 

答
：
こ
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は

避
難
所
に
設
置
す
る
も
の
で
あ

り
、
一
人
一
人
の
排
泄
物
が
ラ
ッ

プ
で
き
、
感
染
症
対
策
と
し
て
は

有
効
で
あ
る
。

問
：
ラ
ッ
プ
で
包
ん
だ
も
の
の
処

理
は
。 

答
：
便
器
の
下
が
ビ
ニ
ー
ル
の
筒

状
に
な
っ
て
い
る
。
排
泄
後
に
ボ

タ
ン
を
押
し
密
封
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
切
り
落
と

し
溜
め
て
お
き
、焼
却
処
理
す
る
。

〈
管 

財 

課
〉

問
：
弱
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水
に
つ

い
て
、
有
効
性
等
の
国
の
見
解
が

出
た
後
に
購
入
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
安
全
性
等
に
影
響
が
あ
る
と

い
う
結
果
が
出
た
場
合
の
本
市
の

手
指
消
毒
に
対
す
る
考
え
は
。

答
：
有
効
性
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
現
在
も
随
時
購
入
し
て
い

る
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
使
用
し

て
い
く
。
ま
た
、
通
常
の
消
毒
に

つ
い
て
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
購
入
し
希
釈
し
て
消
毒
に

使
用
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
量

を
増
や
し
使
用
し
て
い
く
。

　

避
難
所
等
の
感
染
症
対
策
は



産
業
土
木
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

中
央
市
道
路
線
変
更
の
件

〈
建
設
課
〉

問
：
３
８
４
５
号
線
の
路

線
変
更
に
つ
い
て
、
甲
府

中
央
右
左
口
線
か
ら
変
更

後
の
起
点
部
分
の
道
路
は

ど
う
な
る
の
か
。 

答
：
豊
富
簡
易
水
道
第
９

水
源
や
２
つ
あ
る
橋
ま
で

の
管
理
道
路
と
県
営
圃
場

整
備
事
業
に
よ
り
換
地
と

し
て
農
地
に
な
る
。

問
：
路
線
変
更
し
た
市
道
の

幅
員
は
。 

答
：
平
均
４
メ
ー
ト
ル
の

幅
員
と
な
っ
て
い
る
。

問
：
３
７
８
９
号
線
終
点

が
下
の
ほ
う
に
向
か
っ
て

中
央
市
介
護
保
険
条
例
中

改
正
の
件

〈
長
寿
推
進
課
〉

問
：
消
費
税
増
税
部
分
を

財
源
と
し
た
介
護
保
険
料

の
減
免
率
引
上
げ
で
あ
る

が
、
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
ま
で
の
み
な
の
か
。 

答
：
保
険
料
率
は
第
１
段

階
か
ら
第
10
段
階
ま
で

あ
り
、
令
和
元
年
度
の
本

市
65
歳
以
上
の
被
保
険
者

は
７
、５
１
８
人
で
あ
る
。

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
は
、
厳
し
い
生
活
状

況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
国
の
軽
減
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

い
る
の
は
、
広
域
農
道
に

面
し
た
道
路
を
利
用
す
る

た
め
か
。 

答
：
３
７
８
９
号
線
の
終

点
は
圃
場
整
備
に
よ
り
新

設
す
る
農
道
と
つ
な
が
る
。

問
：
今
後
、
基
準
額
の
減

額
を
検
討
で
き
な
い
か
。 

答
：
今
年
度
は
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

す
る
。
そ
の
計
画
の
中
で
介

護
保
険
料
の
基
準
額
を
積

算
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
福
祉
課
〉

問
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
で
の
住
居
確
保
給

付
金
に
関
す
る
相
談
状
況

は
。

答
：
６
月
12
日
現
在
で
、

相
談
は
９
件
、
そ
の
う
ち

５
件
は
申
請
済
で
あ
り
、

３
件
は
支
払
済
で
あ
る

　

総
合
健
診
の
三
密
対
策
は

　

県
営
圃
場
整
備
事
業
に
よ
る

　

路
線
変
更
に
つ
い
て

〈
健
康
増
進
課
〉

問
：
従
来
の
総
合
健
診
で

は
三
密
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
る
が
、
今
後

の
具
体
的
な
方
法
は
。

答
：
従
来
通
り
に
は
実
施

で
き
な
い
た
め
、
厚
生
連

と
打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
。

従
来
は
自
治
会
ご
と
に
実

施
日
を
指
定
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
個
々
に
受
付
時

間
を
通
知
す
る
。
ま
た
、

入
場
は
10
分
間
に
概
ね
13

人
と
し
、
密
に
な
ら
な
い

よ
う
な
健
診
を
計
画
し
て

い
る
。
他
自
治
体
の
情
報

を
入
れ
な
が
ら
順
調
に
進

む
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
。

土
地
改
良
事
業

豊
富
南
部
地
区
圃
場
整
備



議会だよりでは、皆さまから表紙の写真を
募集しています！
今年度のテーマは    です。
奮ってご応募ください。

 「笑顔」  「笑顔」  「笑顔」  「笑顔」 

※詳細は

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）をご覧ください。

特
別
委
員
会

　
庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り

方
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、
５
月

に
審
査
を
行
っ
た
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
整
備
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

業
務
委
託
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
審
査
状
況
等
や
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
子
育
て
支
援
課

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
別
委
員
会
」
が
新
た
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
募
集
要
項
や
評
価
の
マ
イ

ナ
ス
部
分
に
つ
い
て
の
質
問
や
市

の
独
自
性
を
出
し
た
方
が
い
い
な

ど
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
子
育
て
支

委

員

長
　
　
田
中
　
　
清

副
委
員
長
　
　
井
口
　
　
貢

委
　
　
員
　
　
斉
藤
　
雅
浩

　
　
　
　
　
　
金
丸
　
俊
明

　
　
　
　
　
　
木
下
　
友
貴

　
　
　
　
　
　
田
中
　
輝
美
　
　

　
　
　
　
　
　
小
池
　
章
治

　
　
　
　
　
　
小
池
　
満
男

　
　
　
　
　
　
名
執
　
義
髙

　
　
　
　
　
　
田
中
　
一
臣

　
庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
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土橋　孝子

「今年も台風の季節が」

　昨年の台風19号は全国各地に爪痕を残した。山梨
は河川の氾濫は免れたが、中央線も中央道も不通と
なり陸の孤島と化した。大雨特別警報が県内に初め
て出され、私たち家族も避難の準備をした。国土交
通省の河川水位カメラで釜無川を見たが、うす暗く
てよく分からない。たぶん防災無線は聞き取れない
だろう。しかもこの大雨の中どう避難すればいいの
か。中央市の避難所は水に対して安全といえる場所
にあるのだろうか。不安ばかり募った。あちこちの
市町村で避難指示が出されたが、幸い私たちは避難
することはなかった。しかし、その頃鎌田川は洪水
に耐えうる計画高水位を越えていたと後で知った。
　後日「霞堤」の見学をする機会があった。余りにも
町の中にあるのでびっくりした。中央市は甲府盆地
の最低部にある。もう少し雨が多かったら千曲川の
ようになっていたかもしれない。様々なことを想定
して準備しておく必要があるとつくづく思う。

木原

長田美沙子

「コロナ禍での教育環境作り」
　退職後、教育環境充実の一助として、主任児童委員が
２期目に中央市学習ボランティアへの協力が３年目に
なった矢先、新型コロナ禍に見舞われ、活動の自粛を余
儀なくされた事は本当に残念である。
　小学校でも伝統的行事になっている歯の授業参観や
教育を語る会、音読発表集会等が３密やソーシャルデ
ィスタンスの関係で今年度は中止との事。このコロナ
禍の中でどのように教育活動を行っていくか、教育関
係者の方々は日々奮闘の連日で、その精力的な勤務に
感謝したい。
　今後、第２波も考えられる事から、コロナ禍での更な
る教育活動や教育環境の在り方を考える必要があると
思う。休校時にはオンライン学習が有効であり、開校後
は少人数での学習形態が考えられる。又、行事や校外学
習等教育課程全体の見直しも必要になり、実際に行っ
ていると思う。さらに、今年度から保護者や地域住民が
学校運営に参画し、地域の力を学校運営に生かす学校
運営協議会がスタートする。課題を共有したり協議を
したりして子ども達の成長を支えていけたらと思う。
　県では小中の学習の遅れを取り戻す為、放課後の補
習等を行う指導員の増員や検温や消毒等感染防止の業
務が増えている事からサポートスタッフの配置を考え
ているとの事。少しでも良い教育環境で子ども達を支
えられる活動に微力ながら参加出来たら幸いである。

　６月議会は３月議会に引き続き、新型コロナウ
イルス感染拡大防止に気を付けながらの議会と
なりました。また、緊急事態宣言が解除され感染
防止を徹底しながら経済を動かす状況の中で、市
として何が出来るのかを多く議論してきました。
議会終了後も新型コロナウイルス感染症対策特
別委員会を始め、コロナウイルス対策の議論を
行っていく予定です。
　九州地方で記録的な豪雨災害が発生しました。
球磨川氾濫などで甚大な被害が多くの地域に広
がっています。被害にあわれた方々にはお悔やみ

とお見舞いを申し上げます。球磨川と同じ日本三
大急流である富士川がある山梨県、その富士川に
流れ込む釜無川・笛吹川に面している中央市も他
人事ではありません。しばらくすると台風シーズ
ンもきます。災害対策にもより一層力をいれてい
きたいと考えています。
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